
TSUNAKAN Interview
より良い社会づくりの現場から

―「メディアの力」にフォーカスを
当てた背景や取組を教えて下さい。

子どもの頃からテレビっ子だった私

はニュース番組を見て育ち、環境問題

や社会問題に関心を持っていました。

その後、キャリアとしては広告業界で

ブランディングやコミュニケーション

を仕事にしていました。そして、転機

と な っ た の が2018年 の 気 候 変 動

COP24でのグレタ･トゥーンベリさん

の演説。子どもの頃に社会や世界に対

して抱いていた違和感を代弁してくれ

たように感じました。

それから、SDGsや気候変動に関す

る勉強会や会議に出席して根本的な課

題と解決策を自分の中で組み立ててい

き、「多くの課題がコミュニケーション

領域で解決できる。今の自分だからで

きる役割を果たそう」と決意しました。

社会の中にはいろんな組織や団体が

あり、業界ごとにネットワークを構成

しています。ですが、それらのネット

ワーク同士が繋がっていないと、SDGs

や気候変動を解決するような社会の大

きなビジョンは描けません。それらを

中立的な立場でつなげられるのがメ

ディアの役割ではないか、認知から行

動変容まで展開できるメディアやマー

ケティングの力をこの領域で活かすこ

とが必要だと考え、メディアを取り巻

く環境やシステム自体をチェンジする

ことに挑戦しています。

　メディア同士を繋いだ一例を紹介し

ます。気候変動の影響を日常的に発信

する身近な存在として気象予報士の皆

さんがいます。しかしながら、番組の

尺や因果関係の立証が難しいなどの理

由で、思うように危機感を伝えられな

い課題認識を持っていた 2 名の気象予

報士がいました。私たちは、そのお二

人をつなげて、プロジェクトを立ち上

げ、気象予報士に対するアンケートや

勉強会などを経て、最終的には全国44

名の気象予報士が連名で 【気候危機に

関する気象予報士・気象キャスター共

同声明】「日常的な気象と気候変動を

関連づけた発信」で命と未来を繋ぐと

いう共同声明を2024年 6 月に発表し

ました。

このように一人で行動するこ

とが難しいことでも、つながる

ことで新たな可能性を探ること

ができます。

―未来志向な社会構築に向
けた情報提供への考えを教え
てください。

内閣府の気候変動に関する

世論調査で「気候変動問題に関心があ

る」「脱炭素社会の実現に取り組みた

い」と答えた人はいずれも 9 割と高い。

社会の過半数が取組に賛同し行動すれ

ば、世の中が大きく変わるはずです。

ですが、何をしていいのか分からない

という人もいると思います。

そのため、私は「Solution Journalism

（課題を指摘するだけでなく解決策を

示す報道）」や「Engaged Journalism

（市民とともにつくるジャーナリズム、信

頼とつながりを育むジャーナリズム）」

を提案しています。メディアは多くの

人を集め、場をつくることが得意なので、

参加型のプログラムなどメディアと

オーディエンスが一緒になって課題解

決を目指すことが大切です。肝心なの

は、社会がどのように前向きに変わって

いくかを見せ、そこに私たち一人ひとり

が参加して、社会への自己効力感を取

り戻しながら、メディアへの信頼回復も

同時に叶え、分断の社会を乗り越えて

いけるかのトライですね。私たちが「メ

ディアが希望」を掲げる理由です。
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小学生の頃から環境問題に関心を持ち、2021
年に気候変動の本質的解決を目指した一般社団
法人Media is Hopeを設立。大手化粧品メー
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会を切り開く。
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